
（１）事業の概要等

（２）事業費

（３）業績

単位

1 人

2 点

3

令和６年度 事務事業評価シート
事業番号 B1603-3

事務事業名
一般事務事業図書システム保守管理委託

料
事業期間 平成３０年度

事
業
の
概
要

小牧市まちづくり推進計
画（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

16
展開
方向

～ 令和８年度以降
実施計画事業

実施計画事業以外の事業 〇 担当部 教育委員会 担当課・担当係 図書館・図書係

1

根拠法令
・個別計画

・図書館法、小牧市立図書館の設置及び管理に関する条例、まちづくり
推進計画、小牧市教育大綱・小牧市教区振興基本計画、小牧市図書館
サービス計画

対象
（何･誰を対象に）

・市民及び市外の図書館利用者

目的
（何のために）

　図書館利用者に図書館サービスを提供するため、図書館シ
ステムの円滑な稼働を維持する。

内容
（どのような方法で）

〇令和５年度の実施内容
　図書館システムのシステムメンテナンス、各種ドキュメント
整備、障害対応、各種監視・分析、その他運用支援等を、専門
知識を持つ業者に委託し実施した。
※R2年度事業費は旧図書館分含む（～R3.1.31）

5 目 9 大 2 中3 事業・予算区分 一般事業 款 10 項

事
業
費

項目 単位等 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

その他 0 0 0

0その他職員 人 0 0

Ｒ5 Ｒ6

直接経費
決算額

財源

一般財源

千円

6,496 2,508 2,508

0

計（Ａ） 6,496 2,508 2,508 2,508

2,508

国・県支出金 0 0 0 0

予算額 千円 6,496 2,508 2,508 2,508 2,508

対前年比 ％ ― 38.61% 100.00% 100.00%

0.4

正規職員（平均賃金） 千円 2,994 2,994 2,994 2,994

正規職員 人 0.4 0.4 0.4

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 9,490 5,502 5,502 5,502

計（Ｂ） 千円 2,994 2,994 2,994 2,994

人件費 0

その他職員（時給×時間） 千円 0 0 0 0

R5 R6 R7 R8

貸出利用者数 ↗ 325,559 324,281

指標名 方向性 基準値

展開方向 3
貸出点数 ↗ 1,276,182 1,237,671

展開方向に
おける指標

の推移

基本施策 16



単位

（４－１）事業の評価

千円 節 細節 細々節

指
標

指標ほか Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

成
果
指
標

受託事業者への問合せ件数(不具合・
確認・改良等)のうち対応が完了した
件数

件
目標 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

実績 144 332 439 486

Ｒ5 Ｒ6

実績

目標

実績 104 520 332 294

‐ ‐ ‐

実績 168 340 475 501

目標 ‐ ‐

目標 ‐ ‐ ‐ ‐

活
動
指
標

受託事業者への問合せ件数
(不具合・確認・改良等)

件

委託業者作業時間 ｈ

324,281

改善の有無 有

受益者あたり事業費（＝C/a） 円 58 16 16 16

事
務
事
業
評
価

に
よ
る
額

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 162,035 338,389 325,559

こ
れ
ま
で
の

改
善
内
容

　機器やシステムに関する不具合対応のほか、使い勝手の向上の
ための細かな改善（バージョンアップ、画面レイアウト等）を随時依
頼し行っている。

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持（改　善） 事業のボリュームは現状規模で維持するものの、手法の改善をするもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　年間を通じたシステムの保守管理業務委託であり、不具合や要
望事項が発生した際に随時業者が対応しており、対応件数が増え
ても委託金額は変わらない。目標数値はない。
　課題としては、機材の経年劣化や、利用者の増加により、今後も
問合せ案件は増加していくと考えられる。

今
後
の
実
施
内
容
・
今
後
の
改
善
内
容

　物価高騰に対し経費削減を求められる状況では、導入や保守管
理を経費全体の観点からよく検討する必要があるものの、今後も
機械化・システム化で人件費削減を図る傾向は続くと考えられる。
　新図書館開館により現在の運営方法となり、細かな改善を積み
重ねながら３年が経過したところであり、機器や運営方法が大きく
変わるなどの保守内容が大きく変わる要因がない限り、ノウハウ
の蓄積や信頼性などから現状規模の維持が経済的かつ合理的で
ある。
　なお、現在のシステムについては、システムを稼働させている機
器のリース期間に合わせ、今後も2～3年程度、運用する想定であ
る。



（４－２）事業継続の可能性（事業のスクラップ可能性）

効
率
性

サービスを低下させずに総事業費を削
減できないか

現状のままでよい

現行システム及び機器類は中央図書館建設時に選定さ
れ構築されている。全体的な機器や図書館のサービス
内容の変更がないならば、現行システムをメンテナンス
して利用することが、信頼性、経済性において妥当であ
る。

外部への委託や類似事業との統合によ
り事業費の削減の余地はないか

現状のままでよい

行政が公費を投入して実施することが
妥当か（対象を見直すことはできない

か）
妥当である

図書館運営上欠かせないシステムであり、適正に管理を
することが妥当である。

有
効
性

廃止・休止した場合に住民が影響を受
けるか

多くの住民に影響がある
廃止や休止により、システムの不具合や、改修ができな
い事態になった場合、図書館の運営に大きな影響があ
る。

事
業
分
析

評価項目 評価結果 評価結果を判断した理由

妥
当
性

公
平
性

受益者負担は適正か 適正である

「公立図書館は、入館料その他図書館資料の利用に対す
るいかなる対価も徴収してはならない」という条文が、
図書館法第17条に規定されているため、現状が適正で
ある。
（受益者負担無し）

専門知識を有する業者に委託している。
中央図書館、３支所図書室、えほん図書館を統合したシ
ステム保守管理ある。


